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1･ (Yl_XRx)Co5金属間化合物の

結晶磁気異方性 (R-Pr,Sm)
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希土類金属間化合物の結晶磁気異方性には主に 1U)Rlオンに働 く結晶電場によるもの(KsIA)

2O)liイオン間の異方的相互作用によるもの (KTIA) の2つが考えられている｡Rの磁性イオ

ン濃度に対 してKsIA は濃度 x に比例 し,KTIA は x2 に比例する0本研究は大きな結晶磁

気異方性を有するPrCo5ISmCo5化合物の異方性のメカニズムを探 るために,Rを非磁性金

属のYで置き換えた (Yl_XRx)Co5(R- Pr,Sm)の単結晶を作製 し, 4･2Kでの磁化測定を

行い｡その異方性を調べた｡これ らの化合物は CaCu5 型の六方晶構造をなしてお り,その異
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方性エネルギーはg -KO2P2(cosO)+K2p2a

(coso)で与えられる｡ここでK2,和 ま異方

性定数で0はC 軸と磁気モーメントのなす角で

あるoPn (cosO) はルジャンドル関数であるo

異方性定数は磁化困難方向の磁化曲線から算出

した ｡ Fig.1はKZ,K2の組成依存を示すo

Y卜XPrxC05ではK?2,矧 ま共に二次曲線的に

変化 し,Yl_XSrrk C05ではK?2は直線的に減少

している｡K2は小さいので無視 している｡ こ

れらの事からPrC05で は KTIAの寄与があると

考えられる｡

この様子をみるためにYl_XRxC05 の異方性

定数からYC05の異方性定数を引いたものをd

KOとし, AKO- xKOnsIA+ x2KOnTIA よ｡両辺n n

をxで割ってAKO/xと xで plotすると(Fig.n

2),a-0を切るところからkonsIAが,懐き

ょりKOnTIAが求まる｡R:sIAの値を評価するた

めに結晶場ノ､ミル トニアン-U-BO2002+BZo40
を点電荷モデルで計算 した｡ここで00はステn
ィーブンスの等価演算子でBOnは次式で与えら

れる｡B:-<JLonlJ><rn>(1-on)V:AOn･

<rn>は FreemanandWatsonのH-F近似の
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値を使ったo計算の結果は SmC05 では実験値 とよく合 うが, PrC05 ではあまり一致せず,

pr-co間の異方的な交換相互作用の寄与があるものと考えられる｡
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